
所有者別分布状況

その他の法人　13.50%
（株主数33名  株式数1,510,100株）

個人・その他　60.50%
（株主数4,529名  株式数6,768,102株）

外国法人等　15.98%
（株主数55名  株式数1,787,424株）

金融商品取引業者　1.04%
（株主数20名  株式数117,071株）

金融機関　8.98%
（株主数16名  株式数1,004,900株）

自己名義株式　0.00%
（株主数1名  株式数152株）

発行済
株式総数

11,187,749
株

お知らせ
株式に関するお手続きについて

（1）株主さまの住所変更、配当金の振込指定、その他各種お手続きにつ
きましては、原則、口座を開設されている口座管理機関（証券会社
等）で承ることとなっております。口座を開設されている証券会社等
にお問合わせください。株主名簿管理人（三菱UFJ信託銀行）では
お取り扱いできませんのでご注意ください。

（2）配当金の口座振込のご指定につきましても、お手続きは配当金振
込指定書を各口座管理機関を経由してお届けいただくこととなっ
ております。従来同封いたしておりました当社専用の「配当金振込
指定書」は同封を取りやめております。振込指定のお手続きにつき
ましては詳しくは各口座管理機関にお問合わせください。

（3）未受領の配当金につきましては、三菱UFJ信託銀行本支店でお支
払いいたします。

事業年度
定時株主総会
基準日

期末配当金
受領株主確定日
公告方法

株主名簿管理人
特別口座 
口座管理機関
同連絡先

毎年4月1日から翌年3月31日
毎年6月
3月31日

（その他必要があるときは、あらかじめ公告いたします）

3月31日
（中間配当を実施する場合は9月30日）

電子公告により当社ホームページ
（https://www.axell.co.jp/）
に掲載いたします。
ただし、電子公告によることができない事故、その他のやむを得ない
事由が生じたときは、日本経済新聞に掲載いたします。

三菱UFJ信託銀行株式会社

三菱UFJ信託銀行株式会社 証券代行部
東京都府中市日鋼町１-１
電話  0120-232-711（通話料無料）
郵送先 
〒137-8081 新東京郵便局私書箱第29号
三菱UFJ信託銀行株式会社 証券代行部

株主メモ

設立年月日 1996年2月1日

資本金 10億18百万円

社員数 87名

所在地 〒101-8973
東京都千代田区外神田四丁目14番1号
秋葉原UDX  南ウイング10階
TEL：03-5298-1670　FAX：03-5298-1671 

主要取引先 緑屋電気株式会社
岡谷エレクトロニクス株式会社
アヴネット株式会社

URL https://www.axell.co.jp/

会社概要

取締役 取締役社長（代表）
取締役副社長（代表） 
取締役
取締役
取締役（監査等委員）
取締役（監査等委員）
取締役（監査等委員）
取締役（監査等委員）
※監査等委員は全員独立社外取締役です。
※三村勝也氏は常勤の監査等委員です。

松浦  一教
斉藤  昭宏
蟹江  幸司
客野  一樹
三村  勝也
鈴木  眞巨
西坂 禎一郎
五十島  滋夫

VOC（揮発性有機化合物）成分ゼロの
100％植物油のインクで印刷しています。

佐々木 譲
緑屋電気株式会社

市原 澄彦
柴田 高幸
松浦 一教
奥村 龍昭

森屋 和喜
株式会社アバールデータ

株主の状況
株主名 持株数（株） 持株比率（%）

1,243,200
849,000

595,800
594,800
388,800
369,000

335,600
260,000

11.11
7.58

5.32
5.31
3.47
3.29

2.99
2.32

発行可能株式総数 23,112,000株
発行済株式総数 11,187,749株
株主数 4,654名

株式の概要

BBH FOR FIDELITY LOW -PRICED STOCK FUND
（PRINCIPAL ALL SECTOR SUBPORTFOLIO） 767,800 6.86

HSBC BANK PLC A/C MARATHON
FUSION JAPAN PARTNERSHIP LP 360,000 3.21

アクセルをより知っていただくためのIRマガジン

新規事業の立ち上げを
経営の最重要課題として認識し、
早期の業績回復と
持続的な成長を目指します。

代表取締役社長 松 浦  一 教

　第23期は、主力のパチンコ・パチスロ機市場でメモリモジュール製品の販売が拡大したことによって売
上高は前期を上回ったものの、遊技人口の減少や法改正などの影響による厳しい市場動向を受け、総じて
厳しい業績となりました。第24期は、さらなる市場の冷え込みが予想されることから、業績計画は非常に厳
しいものとなっています。この内容を真摯に受け止め、代表取締役をはじめとする業務執行取締役の役員報
酬を減額（月額報酬額の10％から15％を1年間）することを決定しました。当面、パチンコ・パチスロ機市場
の不透明さは続くものと思われますが、市場の深耕拡大による安定収益の確保と、これまでに蓄積した技術
と研究開発型企業である強みを生かした新規事業を推進し、いち早く軌道に乗せることを最重要課題とし
て経営施策を実行します。早期に業績を回復し、持続的な成長を図れるよう、経営陣一同全力を尽くしてま
いりますので、株主の皆さまにおかれましては、状況をご理解いただき、引き続きのご支援を賜りますよう、
よろしくお願い申しあげます。

第23期報告書
2017.4.1▶▶2018.3.31 証券コード ： 6730

株主の皆さまにおかれましては、平素より格別のご高
配を賜り、厚く御礼申しあげます。ここに第23期（2017
年4月１日から2018年3月31日）の事業及び決算の概
況についてご報告申しあげます。

ご挨拶

事業内容 ●半導体集積回路及び半導体集積回路を
 組み込んだプリント基板の設計、製造、販売
●画像・音声・機械学習等に関する要素技術の
 研究、開発、販売
●情報セキュリティに関する要素技術の研究、
 開発、販売
●ブロックチェーンに関する要素技術の研究、
 開発、販売
●インターネットを利用した各種情報提供サービス業
●ソフトウェアの開発、販売
●前各号に関する応用機器の設計、製造、販売
●古物売買業
●前各号に付帯する一切の事業
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　第23期のパチンコ・パチスロ機市場は、遊技人

口の逓減傾向に加え、射幸性の抑制を目的とした

業界団体による自主規制や法改正の影響も重な

り、市場規模の目安として当社が推定するパチン

コ・パチスロ機の年間販売台数は203万台（前期

237万台）※まで落ち込んだと分析しています。

　この環境下で当社は、同市場向けの各種製品の

販売に注力しましたが、主力のグラフィックスLSI

は、63万個（前期実績87万個）の販売にとどまりま

した。その他製品では、メモリモジュールが前期を

大幅に上回る販売となりましたが、LEDドライバLSI

は前期に及びませんでした。組み込み機器市場向

けグラフィックスLSIの販売にも注力しましたが、新

規顧客の獲得には至らず前期を下回りました。一

方、顧客の開発支援用ソフトウェアや評価基板、さ

らに新規事業の１つと位置づけるソフトウェアIP、ミ

ドルウェア製品等のその他製品の販売は前期実績

を上回りました。以上の結果、第23期は売上高

8,477百万円（前期比6％増）となりました。

　販売費及び一般管理費は、経費削減の推進に加

えて試作開発費の一部が第24期にずれ込んだこ

となどから、2,985百万円（同12％減）となりまし

た。以上により、営業利益は156百万円（同11％

増）、経常利益は164百万円（同1％増）、当期純利

益は80百万円（同13％減）となりました。配当につ

きましては、計画通り1株当たり年間5円（期末5

円）とさせていただきました。

※パチンコ・パチスロ機の年間販売台数は当社調べ

　当社は製造設備を持たないファブレスの半導体

企業という特徴から、固定資産の比率が低い資産

構成となっており、総資産の88％を流動資産が占

めています。第23期の総資産は、第22期末比

1,005百万円増の13,035百万円となりました。負

債合計は1,044百万円増の1,616百万円、純資産

合計は38百万円減の11,418百万円となりまし

た。自己資本比率は87.6%となっています。また、

第23期末時点での現金及び預金残高は、6,868百

万円となっています。安定的かつ機動的な経営を

行うためには一定の資金量が必要であり、保有残

高は概ね妥当な水準であると捉えています。引き

続き、内部留保資金と資本効率のバランスを意識

した資本政策を実施していきます。

　第24期のパチンコ・パチスロ機市場は、2018年

2月に実施された法改正の影響から、特に厳しい状

況が続くものと想定しています。第24期のパチン

コ・パチスロ機販売台数は前期に比べて約50万台

少ない155万台として業績計画を策定しました。主

力の同市場向けグラフィックスLSIは、AG5への移

行が進み、付加価値の高い基板製品のシェアは増

加を見込んでいますが、市場環境の悪化から前期

比20万個減の43万個の販売を想定しています。

その他製品のメモリモジュール、LEDドライバLSI

も、市場環境の影響から第23期を下回ると予想し

ています。また、組み込み機器市場向けグラフィッ

クスLSIは第23期から若干の減少、その他製品は

第23期と同規模を見込んでいます。こうした分析

により、第24期の売上高は、6,300百万円（第23

期比26％減）を計画しました。

　販売費及び一般管理費は、経費全般の削減を推

し進めていますが、試作開発費の一部が第23期か

らずれ込んだことなどから、研究開発費が大幅に増

加することが見込まれ3,600百万円（同21％増）の

計画となりました。以上から、営業損失1,450百万

円、経常損失1,450百万円、当期純損失1,050百万

円の計画となりました。配当につきましては、この業

績計画から誠に遺憾ながら無配の計画とさせてい

ただきます。非常に厳しい内容となっていますが、

業績の早期回復と安定成長に向けた取り組みを進

めている状況をご理解いただき、引き続きご支援

を賜りますよう、お願い申しあげます。

高い健全性と安定性を
継続して維持しています

財政状態について

市場環境の厳しさが増すなかで
増収を確保することができました

第23期（2018年3月期）の業績について

厳しい市場環境に加え研究開発費の集中で、
業績を圧迫するものと想定しています

第24期（2019年3月期）の見通しについて

業績のご報告

■ 損益計算書(要約) （百万円）

第22期 第23期

8,477

5,335

3,142

156

164

80

売上高

売上原価

売上総利益

営業利益

経常利益

当期純利益

増減率

6％

19％

△11％

11％

1％

△13％

■ 配当金の推移

0

 （円）

0

 （％）

配当金（年間） 配当性向（単体）

△12％
（△13%）

2,985
(2,134)

販売費及び一般管理費
（研究開発費）

販売費及び一般管理費
（研究開発費）

売上高

売上原価

売上総利益

営業利益（△損失）

経常利益（△損失）

当期純利益（△損失）

△26%

△22%

△32%

-  

-  

-  

6,300

4,150

2,150

△1,450

△1,450

△1,050

8,477

5,335

3,142

156

164

80

■ 第24期の業績予想 （百万円）

第23期 第24期（計画） 増減率

2,985
(2,134)

3,600
(2,750)

21%
（29%）

第22期 第23期 第24期

第22期末 第23期末

■ 貸借対照表(要約) （百万円）

流動資産

固定資産

資産合計

流動負債

固定負債

負債合計

純資産合計

負債・純資産合計

11,492

1,542

13,035

1,580

35

1,616

11,418

13,035

10,508

1,520

12,029

536

34

571

11,457

12,029

8,012

4,466

3,546

141

162

92

3,404
(2,453)

40

30

20
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100
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5 5

0

60.2

69.6
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　また、新規事業を強力に推し進めるため新規事
業推進担当という組織を新設しました。今回、その
ゼネラルマネージャーに、アルゴリズム研究部署の
リーダーを務めると同時に、工学博士でもあり筑
波大学の客員准教授として技術トレンドにも精通し
ている取締役の客野一樹を任命しました。

　　　　「ミドルウェア」分野では、AXIPシリーズと
してすでに提供を開始しているミドルウェア製品群
の売上規模の拡大を目指します。パチンコ・パチス
ロ機市場で培ってきた当社独自の技術などを応用、
発展させたもので、現在は主にスマホゲーム向けと
なっています。今後はブラウザゲームや据置型のコ
ンソールゲーム、インディーズゲームにも対応し、付
加価値の高い技術・製品を提供していきます。
　また、現在は「動画圧縮」「音声圧縮」「超解像」の
３領域で製品を提供していますが、今後は「画像認
識」や「ファイル管理」に関連した新規IPも拡充予定
です。AXIPシリーズの特長は、個々のIP製品として
の高い性能だけでなく、当社が業界に先駆けて取
り組んだ独自領域の製品群を有していることです。
　2018年度中にゲーム系ミドルウェアの中で最
も充実したラインナップを実現するとともに、各製

品を統合したトータルパッケージの提供も行いま
す。また、あらゆるゲーム開発者と密接な関係が築
けるよう、広報戦略も見直し、AXIPの認知度と利用
実績を高めます。これにより、業界内でのプレゼン
スを向上し、新規顧客のさらなる獲得と市場シェア
アップを実現します。

　　　　「暗号技術」分野では、アプリケーション
の暗号化を行う「セキュリティ製品」の販売と「ブ
ロックチェーン※1事業」を展開します。当社の主力
であるパチンコ・パチスロ機市場では、コンテンツ
の知的財産権保護の観点等から、高度な暗号技術
が求められています。多くの場合は、外部から技術
を調達することでそのニーズに応えていますが、
当社には高度な数学理論を用いてスクラッチで開
発できる優秀な技術者が揃っていることから、技術

客 野

を内製化し、関連技術も多く蓄積してきました。
　そして昨今、情報の改ざん・漏えい、組み込み機
器やシステムのハッキング、コンピュータアプリの
不正使用などが大きな問題になっています。こうし
た不正や流出の防止、セキュリティ確保のための製
品を「SHALO」と名づけて、ハードウェアとソフト
ウェアの両方で開発し、2018年度より提供を開始
します。
　ブロックチェーン事業は、国内初の暗号通貨「モ
ナコイン」のマイニングプール※2で日本最大級の
規模を誇るVIPPOOLが、暗号技術に関して高い実
装力を保有する当社に注目し、システム改善に関
する相談を当社にしてきてくれたことが参入の
きっかけです。ブロックチェーン技術については社
内でも注目して研究を進めており、VIPPOOLの基
盤と当社の技術力を融合することで成長が望める
と判断しました。現在、タイムリーな製品・サービス
を提供するために、100%子会社を設立して取り組
むことをVIPPOOLと協議しています。具体的な事
業としては、マイニングプールの運営に加え、当社
の高度なLSI設計技術を生かして各種暗号通貨の
マイニングに最適化したハードウェアを開発し
ユーザに提供することや、ブロックチェーン支援事
業等を推進することを考えています。なお、暗号通
貨交換業への参入やICO（暗号通貨による資金調
達）の実施等は予定しておりません。

　ブロックチェーン技術は、企業の壁を超えて情報
を共有できることから暗号通貨以外での応用も期
待されており、2021年の関連市場は国内で約
300億円、世界で約1兆円規模になると予測され
ています。当社では、確立した技術を他の暗号通貨
に対応させることはもちろん、ハードウェアからソ
フトウェアまでトータルに取り組める強みを生か
し、さまざまな業界にソリューションを提供してい
きたいと考えています。

　　　　当社は、主力のグラフィックスLSI開発を
通じて、多くの画像関連技術を蓄積しています。さ
らに、NEDO（国立研究開発法人新エネルギー・産
業技術総合開発機構）の公募事業である「ドメイン
特化型IoTプラットフォームの研究開発」や株式会

社ティアフォーと進めている自動運転の研究では、
画像認識関連をはじめとした機械学習技術にも取
り組んでいます。こうした取り組みの成果を生か
し、ニーズが高まっているIoTエッジデバイスの高
度化を実現するための各種製品の開発に取り組ん
でいます。
　その第一弾として、2018年夏にディープラーニ
ング・フレームワーク「AILIA」をリリースします。こ
れは、人か物かという物体検出や人の表情検出な
ど、ディープラーニングに基づく技術が、高度な専
門知識を必要とせず簡単に利用できるものです。
　まずは、新たな表現に貪欲なゲームアプリやVR
（仮想現実）向けに提供します。ハードウェアに関し
ては、自動運転システムや監視カメラの性能向上
に必要な要素技術をハードウェア向けのIP製品と
して展開することを検討しています。
　画像認識技術は、スマートフォンアプリや組み込
み機器など、応用範囲がとても広いことから、確立
したフレームワークとハードウェア資産をうまく融
合させ、簡単に使えることを大きな魅力として、さ
まざまなニーズに応えていきます。

　

　　　　当面の目標として5年後の2022年度に、

新規事業で売上高20億円・粗利10億円の上積み
を目指します。まずは既に一部製品の販売を開始
している「ミドルウェア」分野での規模拡大を急ぎ
ますが、「暗号技術」「機械学習」分野においても早
期の事業立ち上げに必要な措置を講じていきま
す。VIPPOOLに関連したブロックチェーン事業を
子会社で推進することも、時流に合った製品、サー
ビスをよりタイムリーに提供するための体制整備
を企図したものです。
　　　　5年後の目標達成に向けては、スピード
感を持って事業の推進にあたります。たとえば、各
事業の要素技術は応用分野が広いことから、新た
な可能性を見つけたら素早く意思決定し、ソリュー
ション構築に努めます。また、AXIPのライセンス提
供フローや暗号通貨を安全に保管するハードウェ
アウォレットに「SHALO」を利用するなど、事業連
携も可能です。そうした相乗効果も最大限に実現
し、5年後の数字を確かなものにしようと考えてい
ます。

他社にはない幅広いラインナップでゲーム開発を総合的に支援

　　　　パチンコ・パチスロ機市場は遊技人口の
減少に加え、法改正の影響もあり、先行きについて
は不透明な状態が続いています。当社が持続的な
成長を続けていくためには、同市場で安定的な収
益を確保していくことに加え、成長と収益に貢献す
る新規事業を早期に育成することが急務となって
います。この認識を役員のみならず全社員が共有
することが重要だと考え、昨年度には新規事業の方
向性や将来の当社の目指す姿を検討する部会を設
置するなど、さまざまな取り組みを進めてきました。
　当社は研究開発型企業としてフラットな組織体

制で事業を推進してきたこともあり、多くの技術者
が先端技術の研究や情報収集にも自主的に取り組
み、さまざまなアイデアを提案してきてくれました。
　寄せられた提案内容を精査した結果、まずは新
たに取り組む事業として、「ミドルウェア」「暗号技
術」「機械学習」という今後の大きな発展が見込ま
れている3領域を決定しました。これらの領域は、当
社の研究開発分野との親和性も高く、これまで蓄
積してきた技術やノウハウを応用できる可能性も
高い分野と考えています。当社には、今後必要とな
る技術を製品化できる開発体制があり、成果をソ
フトウェアにもLSIや基板などのハードウェアにも落
し込んでトータルなソリューションとして提供でき
る技術力があります。この強みを最大限に活用す
ることで、早期の事業確立を目指します。

代表取締役社長

松 浦  一 教

蓄積した
技術力を武器に、
新分野へ。

～ 持続的な成長を実現するために ～

ブラウザでスムーズに
動画を再生

動画の高圧縮を可能に

音声データの
遅延や負荷を低減

低解像度の画像を
高解像度化

「画像認識」
「ファイル管理」に
関連した新製品を
販売予定

パチンコ・パチスロ機向け製品で培ってきた技術・ノウハウを他製品にも展開

動画圧縮 音声圧縮 新規IP超解像

圧縮技術を中心にゲーミング市場での活用を想定したミドルウェアをラインナップ。
パッケージ化して販売ミドルウェア新規事業の方針

これまでのノウハウを生かす
３つの分野に注力します。

新規事業の方針について教えてください。Q
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ブロックチェーン事業を推進します。
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「ミドルウェア」では、ゲーム市場の開発ニーズに
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み、さまざまなアイデアを提案してきてくれました。
　寄せられた提案内容を精査した結果、まずは新
たに取り組む事業として、「ミドルウェア」「暗号技
術」「機械学習」という今後の大きな発展が見込ま
れている3領域を決定しました。これらの領域は、当
社の研究開発分野との親和性も高く、これまで蓄
積してきた技術やノウハウを応用できる可能性も
高い分野と考えています。当社には、今後必要とな
る技術を製品化できる開発体制があり、成果をソ
フトウェアにもLSIや基板などのハードウェアにも落
し込んでトータルなソリューションとして提供でき
る技術力があります。この強みを最大限に活用す
ることで、早期の事業確立を目指します。

代表取締役社長

松 浦  一 教

蓄積した
技術力を武器に、
新分野へ。

～ 持続的な成長を実現するために ～

ブラウザでスムーズに
動画を再生

動画の高圧縮を可能に

音声データの
遅延や負荷を低減

低解像度の画像を
高解像度化

「画像認識」
「ファイル管理」に
関連した新製品を
販売予定

パチンコ・パチスロ機向け製品で培ってきた技術・ノウハウを他製品にも展開

動画圧縮 音声圧縮 新規IP超解像

圧縮技術を中心にゲーミング市場での活用を想定したミドルウェアをラインナップ。
パッケージ化して販売ミドルウェア新規事業の方針

これまでのノウハウを生かす
３つの分野に注力します。

新規事業の方針について教えてください。Q

A

「暗号技術」では、セキュリティ製品と
ブロックチェーン事業を推進します。

A-2

パチンコ・
パチスロ機向け製品

組み込み機器
向け製品

機械学習

「ミドルウェア」では、ゲーム市場の開発ニーズに
応える技術をパッケージ化して販売します。

各分野での取り組みを教えてください。Q

A-1

特 集
新規事業への取り組みについて

松 浦

客 野

ミドルウェア
（AXIP）

暗号技術

取締役  新規事業推進担当  ゼネラルマネージャー

客 野  一 樹
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　また、新規事業を強力に推し進めるため新規事
業推進担当という組織を新設しました。今回、その
ゼネラルマネージャーに、アルゴリズム研究部署の
リーダーを務めると同時に、工学博士でもあり筑
波大学の客員准教授として技術トレンドにも精通し
ている取締役の客野一樹を任命しました。

　　　　「ミドルウェア」分野では、AXIPシリーズと
してすでに提供を開始しているミドルウェア製品群
の売上規模の拡大を目指します。パチンコ・パチス
ロ機市場で培ってきた当社独自の技術などを応用、
発展させたもので、現在は主にスマホゲーム向けと
なっています。今後はブラウザゲームや据置型のコ
ンソールゲーム、インディーズゲームにも対応し、付
加価値の高い技術・製品を提供していきます。
　また、現在は「動画圧縮」「音声圧縮」「超解像」の
３領域で製品を提供していますが、今後は「画像認
識」や「ファイル管理」に関連した新規IPも拡充予定
です。AXIPシリーズの特長は、個々のIP製品として
の高い性能だけでなく、当社が業界に先駆けて取
り組んだ独自領域の製品群を有していることです。
　2018年度中にゲーム系ミドルウェアの中で最
も充実したラインナップを実現するとともに、各製

品を統合したトータルパッケージの提供も行いま
す。また、あらゆるゲーム開発者と密接な関係が築
けるよう、広報戦略も見直し、AXIPの認知度と利用
実績を高めます。これにより、業界内でのプレゼン
スを向上し、新規顧客のさらなる獲得と市場シェア
アップを実現します。

　　　　「暗号技術」分野では、アプリケーション
の暗号化を行う「セキュリティ製品」の販売と「ブ
ロックチェーン※1事業」を展開します。当社の主力
であるパチンコ・パチスロ機市場では、コンテンツ
の知的財産権保護の観点等から、高度な暗号技術
が求められています。多くの場合は、外部から技術
を調達することでそのニーズに応えていますが、
当社には高度な数学理論を用いてスクラッチで開
発できる優秀な技術者が揃っていることから、技術

を内製化し、関連技術も多く蓄積してきました。
　そして昨今、情報の改ざん・漏えい、組み込み機
器やシステムのハッキング、コンピュータアプリの
不正使用などが大きな問題になっています。こうし
た不正や流出の防止、セキュリティ確保のための製
品を「SHALO」と名づけて、ハードウェアとソフト
ウェアの両方で開発し、2018年度より提供を開始
します。
　ブロックチェーン事業は、国内初の暗号通貨「モ
ナコイン」のマイニングプール※2で日本最大級の
規模を誇るVIPPOOLが、暗号技術に関して高い実
装力を保有する当社に注目し、システム改善に関
する相談を当社にしてきてくれたことが参入の
きっかけです。ブロックチェーン技術については社
内でも注目して研究を進めており、VIPPOOLの基
盤と当社の技術力を融合することで成長が望める
と判断しました。現在、タイムリーな製品・サービス
を提供するために、100%子会社を設立して取り組
むことをVIPPOOLと協議しています。具体的な事
業としては、マイニングプールの運営に加え、当社
の高度なLSI設計技術を生かして各種暗号通貨の
マイニングに最適化したハードウェアを開発し
ユーザに提供することや、ブロックチェーン支援事
業等を推進することを考えています。なお、暗号通
貨交換業への参入やICO（暗号通貨による資金調
達）の実施等は予定しておりません。

　ブロックチェーン技術は、企業の壁を超えて情報
を共有できることから暗号通貨以外での応用も期
待されており、2021年の関連市場は国内で約
300億円、世界で約1兆円規模になると予測され
ています。当社では、確立した技術を他の暗号通貨
に対応させることはもちろん、ハードウェアからソ
フトウェアまでトータルに取り組める強みを生か
し、さまざまな業界にソリューションを提供してい
きたいと考えています。

　　　　当社は、主力のグラフィックスLSI開発を
通じて、多くの画像関連技術を蓄積しています。さ
らに、NEDO（国立研究開発法人新エネルギー・産
業技術総合開発機構）の公募事業である「ドメイン
特化型IoTプラットフォームの研究開発」や株式会

社ティアフォーと進めている自動運転の研究では、
画像認識関連をはじめとした機械学習技術にも取
り組んでいます。こうした取り組みの成果を生か
し、ニーズが高まっているIoTエッジデバイスの高
度化を実現するための各種製品の開発に取り組ん
でいます。
　その第一弾として、2018年夏にディープラーニ
ング・フレームワーク「AILIA」をリリースします。こ
れは、人か物かという物体検出や人の表情検出な
ど、ディープラーニングに基づく技術が、高度な専
門知識を必要とせず簡単に利用できるものです。
　まずは、新たな表現に貪欲なゲームアプリやVR
（仮想現実）向けに提供します。ハードウェアに関し
ては、自動運転システムや監視カメラの性能向上
に必要な要素技術をハードウェア向けのIP製品と
して展開することを検討しています。
　画像認識技術は、スマートフォンアプリや組み込
み機器など、応用範囲がとても広いことから、確立
したフレームワークとハードウェア資産をうまく融
合させ、簡単に使えることを大きな魅力として、さ
まざまなニーズに応えていきます。

　

　　　　当面の目標として5年後の2022年度に、

新規事業で売上高20億円・粗利10億円の上積み
を目指します。まずは既に一部製品の販売を開始
している「ミドルウェア」分野での規模拡大を急ぎ
ますが、「暗号技術」「機械学習」分野においても早
期の事業立ち上げに必要な措置を講じていきま
す。VIPPOOLに関連したブロックチェーン事業を
子会社で推進することも、時流に合った製品、サー
ビスをよりタイムリーに提供するための体制整備
を企図したものです。
　　　　5年後の目標達成に向けては、スピード
感を持って事業の推進にあたります。たとえば、各
事業の要素技術は応用分野が広いことから、新た
な可能性を見つけたら素早く意思決定し、ソリュー
ション構築に努めます。また、AXIPのライセンス提
供フローや暗号通貨を安全に保管するハードウェ
アウォレットに「SHALO」を利用するなど、事業連
携も可能です。そうした相乗効果も最大限に実現
し、5年後の数字を確かなものにしようと考えてい
ます。

客野

暗号通貨・個人情報・製品情報等あらゆる分野の情報セキュリティに応用
監視カメラや自動運転システムなど物体検出や

スマートフォンアプリ・ゲームなどの画像認識の仕組みに活用

　　　　パチンコ・パチスロ機市場は遊技人口の
減少に加え、法改正の影響もあり、先行きについて
は不透明な状態が続いています。当社が持続的な
成長を続けていくためには、同市場で安定的な収
益を確保していくことに加え、成長と収益に貢献す
る新規事業を早期に育成することが急務となって
います。この認識を役員のみならず全社員が共有
することが重要だと考え、昨年度には新規事業の方
向性や将来の当社の目指す姿を検討する部会を設
置するなど、さまざまな取り組みを進めてきました。
　当社は研究開発型企業としてフラットな組織体

制で事業を推進してきたこともあり、多くの技術者
が先端技術の研究や情報収集にも自主的に取り組
み、さまざまなアイデアを提案してきてくれました。
　寄せられた提案内容を精査した結果、まずは新
たに取り組む事業として、「ミドルウェア」「暗号技
術」「機械学習」という今後の大きな発展が見込ま
れている3領域を決定しました。これらの領域は、当
社の研究開発分野との親和性も高く、これまで蓄
積してきた技術やノウハウを応用できる可能性も
高い分野と考えています。当社には、今後必要とな
る技術を製品化できる開発体制があり、成果をソ
フトウェアにもLSIや基板などのハードウェアにも落
し込んでトータルなソリューションとして提供でき
る技術力があります。この強みを最大限に活用す
ることで、早期の事業確立を目指します。

技術情報の漏えいやハッキングのリスクを情報の暗号化によって防ぐ
セキュリティ製品（ハードウェア・ソフトウェア）を販売

USBドングルを
ハードウェアキーとして

暗号化

ライセンスファイルを
発行することにより
セキュリティを確保

SHALO-HL SHALO-SL

ブロックチェーン技術のプラットフォームと
顧客基盤獲得を目的に

100％子会社として設立予定

VIPPOOL

セキュリティ製品 ブロックチェーン支援

画像認識をはじめとする機械学習技術の研究とその技術を応用した製品の開発機械学習

ドメイン特化型IoTプラットフォームの
研究開発成果を応用して製品開発

ディープラーニング・フレームワーク 画像認識ハードウェア製品

暗号技術

「機械学習」では、ディープラーニングが
簡単に利用できるフレームワークと
ハードウェアを提供します。

A-3

※1：これまでは企業などが閉じた環境下で管理してきた情報を、オー
プンな環境下で複数の人や組織に分散・共有することにより、情
報の改ざんや不正リスクの回避を可能にした技術。

※2：暗号通貨の取引所ではなく、マイナー（採掘者）と呼ばれる有志
が協力して演算処理を行い、取引を管理するマイニングという
取り組みを行うコミュニティのこと。

松浦

客野

ディープラーニングの知識がなくても
簡単に利用可能

当面、粗利10億円を目標に、
スピード感を持って事業を展開していきます。

新規事業の目標を教えてください。Q

A

特集
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発展させたもので、現在は主にスマホゲーム向けと
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けるよう、広報戦略も見直し、AXIPの認知度と利用
実績を高めます。これにより、業界内でのプレゼン
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　そして昨今、情報の改ざん・漏えい、組み込み機
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ビスをよりタイムリーに提供するための体制整備
を企図したものです。
　　　　5年後の目標達成に向けては、スピード
感を持って事業の推進にあたります。たとえば、各
事業の要素技術は応用分野が広いことから、新た
な可能性を見つけたら素早く意思決定し、ソリュー
ション構築に努めます。また、AXIPのライセンス提
供フローや暗号通貨を安全に保管するハードウェ
アウォレットに「SHALO」を利用するなど、事業連
携も可能です。そうした相乗効果も最大限に実現
し、5年後の数字を確かなものにしようと考えてい
ます。

客野

暗号通貨・個人情報・製品情報等あらゆる分野の情報セキュリティに応用
監視カメラや自動運転システムなど物体検出や

スマートフォンアプリ・ゲームなどの画像認識の仕組みに活用

　　　　パチンコ・パチスロ機市場は遊技人口の
減少に加え、法改正の影響もあり、先行きについて
は不透明な状態が続いています。当社が持続的な
成長を続けていくためには、同市場で安定的な収
益を確保していくことに加え、成長と収益に貢献す
る新規事業を早期に育成することが急務となって
います。この認識を役員のみならず全社員が共有
することが重要だと考え、昨年度には新規事業の方
向性や将来の当社の目指す姿を検討する部会を設
置するなど、さまざまな取り組みを進めてきました。
　当社は研究開発型企業としてフラットな組織体

制で事業を推進してきたこともあり、多くの技術者
が先端技術の研究や情報収集にも自主的に取り組
み、さまざまなアイデアを提案してきてくれました。
　寄せられた提案内容を精査した結果、まずは新
たに取り組む事業として、「ミドルウェア」「暗号技
術」「機械学習」という今後の大きな発展が見込ま
れている3領域を決定しました。これらの領域は、当
社の研究開発分野との親和性も高く、これまで蓄
積してきた技術やノウハウを応用できる可能性も
高い分野と考えています。当社には、今後必要とな
る技術を製品化できる開発体制があり、成果をソ
フトウェアにもLSIや基板などのハードウェアにも落
し込んでトータルなソリューションとして提供でき
る技術力があります。この強みを最大限に活用す
ることで、早期の事業確立を目指します。

技術情報の漏えいやハッキングのリスクを情報の暗号化によって防ぐ
セキュリティ製品（ハードウェア・ソフトウェア）を販売

USBドングルを
ハードウェアキーとして

暗号化

ライセンスファイルを
発行することにより
セキュリティを確保

SHALO-HL SHALO-SL

ブロックチェーン技術のプラットフォームと
顧客基盤獲得を目的に

100％子会社として設立予定

VIPPOOL

セキュリティ製品 ブロックチェーン支援

画像認識をはじめとする機械学習技術の研究とその技術を応用した製品の開発機械学習

ドメイン特化型IoTプラットフォームの
研究開発成果を応用して製品開発

ディープラーニング・フレームワーク 画像認識ハードウェア製品

暗号技術

「機械学習」では、ディープラーニングが
簡単に利用できるフレームワークと
ハードウェアを提供します。

A-3

※1：これまでは企業などが閉じた環境下で管理してきた情報を、オー
プンな環境下で複数の人や組織に分散・共有することにより、情
報の改ざんや不正リスクの回避を可能にした技術。

※2：暗号通貨の取引所ではなく、マイナー（採掘者）と呼ばれる有志
が協力して演算処理を行い、取引を管理するマイニングという
取り組みを行うコミュニティのこと。

松浦

客野

ディープラーニングの知識がなくても
簡単に利用可能

当面、粗利10億円を目標に、
スピード感を持って事業を展開していきます。

新規事業の目標を教えてください。Q

A

特集
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所有者別分布状況

その他の法人　13.50%
（株主数33名  株式数1,510,100株）

個人・その他　60.50%
（株主数4,529名  株式数6,768,102株）

外国法人等　15.98%
（株主数55名  株式数1,787,424株）

金融商品取引業者　1.04%
（株主数20名  株式数117,071株）

金融機関　8.98%
（株主数16名  株式数1,004,900株）

自己名義株式　0.00%
（株主数1名  株式数152株）

発行済
株式総数

11,187,749
株

お知らせ
株式に関するお手続きについて

（1）株主さまの住所変更、配当金の振込指定、その他各種お手続きにつ
きましては、原則、口座を開設されている口座管理機関（証券会社
等）で承ることとなっております。口座を開設されている証券会社等
にお問合わせください。株主名簿管理人（三菱UFJ信託銀行）では
お取り扱いできませんのでご注意ください。

（2）配当金の口座振込のご指定につきましても、お手続きは配当金振
込指定書を各口座管理機関を経由してお届けいただくこととなっ
ております。従来同封いたしておりました当社専用の「配当金振込
指定書」は同封を取りやめております。振込指定のお手続きにつき
ましては詳しくは各口座管理機関にお問合わせください。

（3）未受領の配当金につきましては、三菱UFJ信託銀行本支店でお支
払いいたします。

事業年度
定時株主総会
基準日

期末配当金
受領株主確定日
公告方法

株主名簿管理人
特別口座 
口座管理機関
同連絡先

毎年4月1日から翌年3月31日
毎年6月
3月31日

（その他必要があるときは、あらかじめ公告いたします）

3月31日
（中間配当を実施する場合は9月30日）

電子公告により当社ホームページ
（https://www.axell.co.jp/）
に掲載いたします。
ただし、電子公告によることができない事故、その他のやむを得ない
事由が生じたときは、日本経済新聞に掲載いたします。

三菱UFJ信託銀行株式会社

三菱UFJ信託銀行株式会社 証券代行部
東京都府中市日鋼町１-１
電話  0120-232-711（通話料無料）
郵送先 
〒137-8081 新東京郵便局私書箱第29号
三菱UFJ信託銀行株式会社 証券代行部

株主メモ

設立年月日 1996年2月1日

資本金 10億18百万円

社員数 87名

所在地 〒101-8973
東京都千代田区外神田四丁目14番1号
秋葉原UDX  南ウイング10階
TEL：03-5298-1670　FAX：03-5298-1671 

主要取引先 緑屋電気株式会社
岡谷エレクトロニクス株式会社
アヴネット株式会社

URL https://www.axell.co.jp/

会社概要

取締役 取締役社長（代表）
取締役副社長（代表） 
取締役
取締役
取締役（監査等委員）
取締役（監査等委員）
取締役（監査等委員）
取締役（監査等委員）
※監査等委員は全員独立社外取締役です。
※三村勝也氏は常勤の監査等委員です。

松浦  一教
斉藤  昭宏
蟹江  幸司
客野  一樹
三村  勝也
鈴木  眞巨
西坂 禎一郎
五十島  滋夫

VOC（揮発性有機化合物）成分ゼロの
100％植物油のインクで印刷しています。

佐々木 譲
緑屋電気株式会社

市原 澄彦
柴田 高幸
松浦 一教
奥村 龍昭

森屋 和喜
株式会社アバールデータ

株主の状況
株主名 持株数（株） 持株比率（%）

1,243,200
849,000

595,800
594,800
388,800
369,000

335,600
260,000

11.11
7.58

5.32
5.31
3.47
3.29

2.99
2.32

発行可能株式総数 23,112,000株
発行済株式総数 11,187,749株
株主数 4,654名

株式の概要

BBH FOR FIDELITY LOW -PRICED STOCK FUND
（PRINCIPAL ALL SECTOR SUBPORTFOLIO） 767,800 6.86

HSBC BANK PLC A/C MARATHON
FUSION JAPAN PARTNERSHIP LP 360,000 3.21

アクセルをより知っていただくためのIRマガジン

新規事業の立ち上げを
経営の最重要課題として認識し、
早期の業績回復と
持続的な成長を目指します。

代表取締役社長 松 浦  一 教

　第23期は、主力のパチンコ・パチスロ機市場でメモリモジュール製品の販売が拡大したことによって売
上高は前期を上回ったものの、遊技人口の減少や法改正などの影響による厳しい市場動向を受け、総じて
厳しい業績となりました。第24期は、さらなる市場の冷え込みが予想されることから、業績計画は非常に厳
しいものとなっています。この内容を真摯に受け止め、代表取締役をはじめとする業務執行取締役の役員報
酬を減額（月額報酬額の10％から15％を1年間）することを決定しました。当面、パチンコ・パチスロ機市場
の不透明さは続くものと思われますが、市場の深耕拡大による安定収益の確保と、これまでに蓄積した技術
と研究開発型企業である強みを生かした新規事業を推進し、いち早く軌道に乗せることを最重要課題とし
て経営施策を実行します。早期に業績を回復し、持続的な成長を図れるよう、経営陣一同全力を尽くしてま
いりますので、株主の皆さまにおかれましては、状況をご理解いただき、引き続きのご支援を賜りますよう、
よろしくお願い申しあげます。

第23期報告書
2017.4.1▶▶2018.3.31 証券コード ： 6730

株主の皆さまにおかれましては、平素より格別のご高
配を賜り、厚く御礼申しあげます。ここに第23期（2017
年4月１日から2018年3月31日）の事業及び決算の概
況についてご報告申しあげます。

ご挨拶

事業内容 ●半導体集積回路及び半導体集積回路を
 組み込んだプリント基板の設計、製造、販売
●画像・音声・機械学習等に関する要素技術の
 研究、開発、販売
●情報セキュリティに関する要素技術の研究、
 開発、販売
●ブロックチェーンに関する要素技術の研究、
 開発、販売
●インターネットを利用した各種情報提供サービス業
●ソフトウェアの開発、販売
●前各号に関する応用機器の設計、製造、販売
●古物売買業
●前各号に付帯する一切の事業

7


